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県下の働くみなさん。第88ロ メーデーおめ

でとうござしヽます。メーデーは1886年 5月

1日、アメリカのシカゴで労働者が88き間労

働制や労働条件改善を求めて立ち上がったこ

とに始まり、世界の労働者へと広がりました

低賃金、長時間労働の改善の切実な要求を、

働く者の団結と連帯によつて実現してしヽくこ

との大切さは今も変わるどころか、過労死 ・

自殺、日寺間外不払い労働の常態化などを見る

とき、人が人らしく働き、生きるために喫緊

の課題となつてしヽます。

いま、 「働き力改革」が議論されてしヽますが

企業の都合の良い 「働かせ方改革」にさせて

はなりません。時間外労働の上限規制も繁忙

期の 「上限100Bき間」未満を認めるなど、

過労死ラインを超える長Bき間労働にお墨付き

を与えるものであつてはなりません。団結と

統一で、働く者のための真の 「働き力改革」

を勝ちとろう。

(メーデーアピール抜粋)
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縄
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入
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縄
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４
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節
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す
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８
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党県連含活動 日誌
4/9 お かやまいつぽん1周 年記念集会
4/10 4区 支部街宣 ・ビラ配布
4/13-14 新 3役挨拶まわり (岡山・高梁 ・新見 ・津山)
4/19 お かやま労安C総会 ・ストップ戦争法 ・総がかり
4/21 時 事問題こん話会 (学習テーマ :共謀罪)
4/22 お かやまいつぽん 。野党4党 街宣
4/23 民 進党大会あいさつ (宮日)
4/24 1・ 2区 党員会議
4/25 」 RttIEl曲線脱線事故を問う集会 ・国労
4/26 党 定例街宣 (岡山)

*

い 間
す き
れ た
も い
岡

｀

山 話
社 し
会 た
文 い
化 人
会 歓

4/26、 辺野古ゲート前座り込みに参加 (写真 :宮日好夫)

市民・4野党が街宣(マイクを持つ社民党宮田代表)

4/26 人 形峠質問会談 (人形峠事業所)さ よなら原発
4/28 憲 法70周 年記念講演会 (平和センター)
4/30 岡 山1・2区集中行動 (共謀罪チラシ配付)
5/1  メ ーデー挨拶(津山)・アピール・ビラ入れ(岡山)な4
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